










Dai 4 kai ningen bunka kenkyu kiko Nihon
kenkyu korosho kinen koenYoroppa kara mita




























のことでした。偶然にも、本日 12 月 11 日（2014 年）、ハンブルク大学で、そ
の 100 周年を記念する式典が行われることになっています。100 年前に産声を
上げた日
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1 Dietmar Heidenreich. Der Aphorismus als Epos bei Akutagawa Ryunosuke. Eine 
Gesamtdeutung aus der Perspektive der aphoristischen Tradition im deutschen Sprachraum. 






































































































2 Gerhard Bierwirth. Bushidō—Der Weg des Kriegers ist ambivalent. München (Munich): 





































キ リ ス ト
督教













































































は ん け ち
巾をほとんど引き裂いていたのでした。婦人客が帰った
後、再び読み始めたストリントベルクで、手

















































は ん け ち
巾』を、近代日本における文化的アイデンティティーをめぐる精神的・
知的議論への最も見事な貢献であると絶賛し、同時に、物語の厳格な構造やそ
の説得力など、作品の文学的な質をも明らかにしてくれるのです。
残念に思われるのは、ここでご紹介した、芥川についてのドイツ語による二
冊の研究書が、日本関連の文学研究における言語的な壁に阻まれ、おそらく認
知され読まれることはほとんどないだろうということです。私が望むのは、こ
の二人の著者が、少なくとも、文学・比較文化・思想史などのヨーロッパ人研
究者と対話ができる状態にこぎつけることですが、それもまた夢かもしれませ
ん。各国の文芸学の間にはまだ互いに橋が架かっておらず、声高に叫ばれてい
る学際的研究の必要性にもかかわらず、隣が何を研究しているのかということ
に、ほとんど興味を示されていないのが現実なのです。ある程度それが可能だ
と思われるのは、例えば、トランスカルチャー、翻訳、世界文学などの各研究
分野が学際的コンテクストで協力する場合でしょう。そして、それが可能となっ
た場合、芥川と彼の作品は、そこでの理想的なテーマになり得ると私は思って
います。
最初に申し上げましたように、これまで私は芥川と特に深く取り組んだこ
とはなかったのですが、最近彼の作品を読み直し、この文学者に対する関心が
改めて目覚めたことも事実です。それからもう一つ、最後にお伝えしたいの
は、今回ご紹介した二つの研究書が、一つは私の指導の下で博士論文として書
かれ、もう一つは、私が発行者である研究書シリーズの一冊として出版された
ことです。当然私は両書成立の過程に関わり、その結果には大きな喜びと満足
を感じています。ドイツにも、一読の価値のある日本文学研究が生まれる土壌
があるという事実を、二冊の本に対する私の密かな誇りと共に、皆さんに納得
していただきたい、それが本講演の目的でもありました。ドイツの日本学・日
本研究は勢いを失ってはいません。そしてそれは、他の国々においても同様で
ある、そう私は確信しています。
附記： 本稿は、2014年12月11日に東京・日本学士院で行われた、第4回人間文化研究機構日本研究
功労賞記念講演のテキストを、著者本人の許可を得た上で改訂したものである。 
